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各 位 

株式会社 東北銀行 
 

株式会社フェイガーと連携した 

J－クレジット創出サポート業務の開始について 

～水稲生産者の所得向上に向けた支援体制を構築～ 
 

 株式会社東北銀行（取締役頭取 佐藤 健志）は、株式会社フェイガー（代表取締役 石

崎 貴紘、以下「当社」という。）と連携して、水稲栽培生産者（以下、「生産者」という。）

が取組む J-クレジット創出のサポート業務（以下、「本サポート」という。）を開始しまし

たので、下記の通りお知らせいたします。 

 当行は、当社と令和 5年 8月に業務提携契約を締結し、連携して「中干し期間の延長によ

る J-クレジット創出（※）」の説明会を開催するなど、多くの生産者へ情報提供を行い取組

みの拡大を図ってまいりました。 

今般、当社と連携した J-クレジット創出に係る取組みをより発展させるため、従前のサ

ービス紹介に加え、当行が生産者の申請作業等をサポートすることで、J-クレジットの創出

可能性を高める新たな連携体制を構築しました。本サポートにより、生産者は当行とともに、

J-クレジット創出に、より安心して取組むことが可能となります。なお、当社と連携したサ

ポート業務の実施は地方銀行では全国初の取組みとなります。 

 当行は今年度、生産者から最大で約 12,000t-CO2 の J-クレジットが創出（温室効果ガス

削減）されることを見込んでおります。本サポートを充実させ、引き続き「中干し期間の延

長による J-クレジット創出」の取組み拡大を図ってまいります。 

また当行は、生産者が創出した J-クレジットの購入を希望する企業について当社へ紹介

しております。地域で創出された J-クレジットによる地産地消の地域脱炭素化の実現も、

引き続き支援してまいります。 

 当行では、本サポートにより生産者の所得向上と農業の脱炭素化を進め、農業の持続的な

成長発展を支援することで「地域力の向上」に努めてまいります。 

 
 

記 

 

1．当行が新たに開始するサポート業務について 

（1）生産者のカーボンクレジット申請における作業の支援 

（2）生産者の申請書類の受領・内容確認・フェイガーへ提出 

（3）生産者の圃場モニタリング実施 

2024年 6月 18日 

【本件に関するお問い合わせ】 

みらい創生部（担当：下新井田） 

TEL：019-651-6173 

 



2．株式会社フェイガーについて 

会 社 名 株式会社フェイガー 

所 在 地 東京都港区南青山二丁目 2番 15 号 

代 表 者 代表取締役 石崎 貴紘 設 立   2022年 7月 7日 

事業内容 脱炭素の収益化サポートサービスやカーボンクレジットの導入支援 

特記事項 第 58回 J-クレジット制度認証委員会で約 6,000ｔのクレジット認証 

U R L https://faeger.company/ 
 

3．サポート体制のフロー図 

 

4．参考 

◆株式会社フェイガーとの業務提携について 
https://www.tohoku-bank.co.jp/showimage/pdf?fileNo=1399 

 
 
（※）水稲栽培における中干し期間延長による J-クレジット創出 
 
水田から発生するメタンは土壌に含まれる有機物や肥料から嫌気性菌であるメタン生成菌
の働きにより生成されます。水田からのメタンの発生を減らすには落水期間を長くするこ
とが重要で、水稲栽培において通常行われる中干し期間を延長することによるメタン発生
量を削減する手法が J－クレジット制度における農業分野での方法論で承認されています。 
 
 

   

以上 
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